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県 筑 西 土 木 事 務 所 （ 井 上 和 則

所 長 ） と 県 建 設 業 協 会 筑 西 支 部
（ 小 藥 拓 巳 支 部 長 ） は

1 0日 、 道

の 日 の 道 路 美 化 清 掃 活 動 を 実 施し た 。 支 部 会 員 や 事 務 所 の 職 員な ど 参 加 者 ２ ０ ２ 人 が ごみ 拾 い な ど に 励 ん だ 。　
実 施 場 所 は 、 国 道 ２ ９

４ 号 線 、 県 道 谷 和 原 筑 西線 、 県 道 筑 西 三 和 線 、 県道 筑 西 つ く ば 線 、 県 道 石岡 筑 西 線 、 県 道 つ く ば 真岡 線 、  県 道 明 野 間 々 田 線 、県 道 結 城 野 田 線 、 県 道 結城 坂 東 線 、 県 道 矢 畑 横 倉線 、 県 道 結 城 下 妻 線 、 県道 つ く ば 益 子 線 。　
筑 西 市 内 で は 、 可 燃 ご

み

8 6袋 （ 下 館 地 区

4 8袋 、

明 野 地 区

1 8袋 、 協 和 地 区

９ 袋 、 関 城 地 区

1 1袋 ）  、 不 燃 ご

み

6 0袋 （ 下 館 地 区

2 0袋 、 明 野 地

区

2 1袋 、 協 和 地 区

1 0袋 、 関 城 地

区 ９ 袋 ）  、 結 城 市 内 で は 可 燃 ごみ

3 0袋 、 不 燃 ご み

1 4袋 、 桜 川 市

内 で は 可 燃 ご み

9 0袋 、 不 燃 ご み

9 0袋 が 集 ま っ た 。

筑西支部

　
県 常 総 工 事 事 務 所 （ 佐 藤 啓 司

所 長 ） と 県 建 設 業 協 会 常 総 支 部
（ 中 川 原 勇 支 部 長 ） は

1 0日 、 道

の 日 の 道 路 美 化 清 掃 活 動 を 行 った 。 約

1 2㎞ 区 間 で 作 業 を 実 施 。

常 総 支 部 の 支 部 会 員 、 事務 所 の 職 員 、 関 係 市 町 村の 担 当 職 員 な ど 約 １ ２ ０人 が 、 道 路 清 掃 活 動 に 汗を 流 し た 。　
実 施 場 所 は 、 下 妻 市 内

が 国 道 １ ２ ５ 号 線 、 県 道下 妻 停 車 場 線 、 下 妻 市 道
（ 総 延 長 約 ４ ㎞ ）  、 常 総 市

内 が 国 道 ２ ９ ４ 号 線 、 県道 土 浦 境 線 、 常 総 市 道
（ 約 ４ ㎞ ）  、 八 千 代 町 内 が

県 道 結 城 坂 東 線 、 県 道 若境 線 、 八 千 代 町 道 （ 約 ４㎞ ）  。

　
各 地 の 道 路 清 掃 を 行 う こ と

で 、 地 域 の 美 化 活 動 に 努 め た 。　
当 日 は 空 き 缶 、 空 き ビ ン な ど

を 収 集 。 下 妻 地 区 で は

2 0㎏ 、 常

総 地 区 で は １ ３ ０ ㎏ 、 八 千 代 地区 で は

2 0㎏ 、 合 計 １ ７ ０ ㎏ ほ ど

の ご み を 収 集 し た 。

常総支部

　
県 境 工 事 事 務 所 （ 野 島 泰 久 所

長 ） と 県 建 設 業 協 会 境 支 部 （ 新井 孝 支 部 長 ） は

1 0日 、 道 路 の 美

化 清 掃 運 動 を 実 施 し た 。 国 道 １２ ５ 号 線 や 県 道 若 境 線 、 県 道 つく ば 古 河 線 、 県 道 結 城 野田 線 な ど

1 3路 線 、 計 １ １

１ ・ ８ ㎞ ほ ど を 対 象 に 、ゴ ミ 拾 い な ど の 清 掃 活 動に 励 ん だ 。　
当 日 の 参 加 人 数 は ２ ４

４ 人 。 清 掃 活 動 は 交 差 点
（ 信 号 箇 所 ） を 重 点 的 に 、

ご み ・ 空 き 缶 等 を 回 収 。同 時 に 既 設 交 通 安 全 施 設の 不 具 合 な ど も チ ェ ッ クし 、 記 録 し た 上 で 後 日 、境 支 部 に 提 出 す る と の こと 。　
道 路 等 に 投 げ 捨 て ら れ

た ご み を 拾 い 、 ご み の 投 げ 捨 てな ど に 対 す る モ ラ ル の 確 立 を 促す こ と を 目 的 と す る 。　
国 道 １ ２ ５ 号 （ 約

1 0・ ８ ㎞ ）  、

県 道 新 宿 新 田 総 和 線 （ 約 ４ ・ １㎞ ） な ど の 路 線 で 作 業 を 行 った 。

境支部

　
県 建 設 業 協 会 潮 来 支 部 （ 松 﨑

里 志 支 部 長 ） は ８ 日 、 県 潮 来 土木 事 務 所 （ 柏 谷 聡 所 長 ） や 鹿 嶋市 建 設 業 協 同 組 合 と と も に 、 道の 日 の 清 掃 活 動 を 実 施 。 当 日 は約 １ １ ０ 人 が 参 加 し 、 道路 美 化 を 通 じ て 地 域 社 会へ の 貢 献 を 果 た し た 。　
開 会 式 は 鹿 嶋 市 の 関 東

鉄 道 バ ス 停 跡 で 実 施 。 柏谷 所 長 が 「 道 路 は わ れ われ の 生 活 や 産 業 の 基 盤 であ り 、 重 要 な 財 産 。 通 行す る 車 や 熱 中 症 に 気 を つけ て 安 全 な 清 掃 活 動 を して い た だ き た い 」 と あ いさ つ 。　
松 﨑 支 部 長 は 参 加 者 へ

の 感 謝 の 言 葉 を 寄 せ た後 「 わ れ わ れ が 作 っ た 道

路 を き れ い に 保 ち 、 気 持 ち よ く使 っ て い た だ く こ と も わ れ わ れの 役 割 」 と 述 べ た 。　
ま た 、 地 元 鹿 嶋 市 の 田 口 伸 一

市 長 も 駆 け 付 け 「 く れ ぐ れ も 体調 に は 気 を 付 け て 」 と 注 意 喚 起し た 。

潮来支部

　
県 建 設 業 協 会 竜 ヶ 崎 支 部 （ 細

谷 武 史 支 部 長 ） は 、

1 0日 、 県

竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 （ 蛭 町 修 身 所長 ） や 龍 ケ 崎 市 と と も に 道 の 日の 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 実 施し た 。 総 勢 １ １ ８ 人 が 参加 し 、 道 路 美 化 を 通 じ て地 域 社 会 へ の 貢 献 を 果 たし た 。　
参 加 者 の 内 訳 は 支 部 会

員 が

8 8人 、 県 竜 ケ 崎 工 事

事 務 所 職 員 が

2 0人 、 龍 ケ

崎 市 役 所 職 員 が

1 0人 。 路

上 に 落 ち て い る 空 き 缶 やご み を 拾 い 集 め た 。　
清 掃 活 動 は 竜 ケ 崎 工 事

事 務 所 ・ 大 昭 ホ ー ル 龍 ケ崎 （ 龍 ケ 崎 市 文 化 会 館 ）を 起 点 と し て ５ 班 体 制 で実 施 し た 。

　
一 般 県 道 龍 ケ 崎 市 停 車 場 線 を

１ 班 お よ び ２ 班 、 ３ 班 が 担 当 した 。 距 離 は 往 復 で ３ ㎞ 。　
４ 班 は 土 浦 竜 ケ 崎 線 の 往 復 ３

㎞ で 清 掃 を 実 施 し た 。 そ し て ５班 は 土 浦 竜 竜 ケ 崎 線 、 竜 ケ 崎 潮来 線 の 往 復 ３ ㎞ で 美 化 活 動 。

竜 ヶ 崎 支 部

　
県 建 設 業 協 会 土 浦 支 部 （ 小 林

伸 行 支 部 長 ） は

1 0日 、 道 の 日 の

清 掃 活 動 を 実 施 。 当 日 は 約 ３ ８０ 人 が 参 加 し 総 延 長 ６ ０ ０ ㎞ の道 路 清 掃 活 動 を 行 っ た 。　
出 発 式 で は 小 林 支 部 長

が 「 日 ご ろ か ら 支 部 の 活動 に 参 加 し て い た だ き 感謝 申 し 上 げ る 。 大 変 気 温が 高 い の で 熱 中 症 対 策 、コ ロ ナ 対 策 を お 願 い 申 し上 げ る 。

1 0月 に は 支 部 で

献 血 活 動 も 予 定 し て い るの で 、 そ ち ら も ご 協 力 をお 願 い し た い 」 と あ い さつ 。　
続 い て 来 賓 の 大 石 直 人

県 土 浦 土 木 事 務 所 長 が「 ８ 月 の 道 路 月 間 は 、 道路 を 利 用 さ れ て い る 方

に 、 道 路 へ の 愛 着 を 持 っ て も らい た い と い う も の 。

1 0日 の 道 の

日 に こ う し た 清 掃 活 動 を 実 施 して い た だ け る こ と に 大 変 感 謝 して い る 」 と 述 べ た 。　
そ の 後 は 担 当 者 が 注 意 事 項 を

説 明 し 、 作 業 に 当 た っ た 。

土浦支部

　
県 大 子 工 務 所 （ 兼 澤 公 也 所

長 ） と 県 建 設 業 協 会 大 子 支 部（ 大 藤 博 文 支 部 長 ） は ９ 日 、  「 道路 ふ れ あ い 月 間 」 に あ た り 道 路愛 護 思 想 の 普 及 お よ び 啓 発 を 図る た め 、 清 掃 美 化 活 動 を実 施 。 県 や 町 の 職 員 、 支部 会 員 な ど 約 １ １ ０ 人 が参 加 し 、 ご み 拾 い な ど に取 り 組 ん だ 。　
工 務 所 と 町 役 場 の 職 員

は ３ 班 に 分 か れ 、 国 道 １１ ８ 号 池 田 地 内 の 約 ２ ㎞で 活 動 。 ま た 、 支 部 会 員は 管 内 の 国 ・ 県 道 路 線 １６ ７ ㎞ で 作 業 。　
活 動 に 先 立 ち 、 兼 澤 所

長 は 「 サ イ ク リ ス ト を 含め 、 県 内 外 か ら 訪 れ る方 々 へ の お も て な し に つ

な が る だ け で な く 、 沿 道 地 域 の皆 さ ま に 道 路 を 『 い つ く し む 』気 持 ち を 持 っ て い た だ く き っ かけ に な る も の と 考 え て い る 」 と述 べ た 。　
高 梨 哲 彦 大 子 町 長 は 「 健 康 に

十 分 注 意 し て ほ し い 」  と 話 し た 。

大子支部

　
県 高 萩 工 事 事 務 所 （ 小 薗 江 実

所 長 ） と 県 建 設 業 協 会 高 萩 支 部（ 秋 山 光 伯 支 部 長 ） は ３ 日 、 道路 の 清 掃 美 化 活 動 を 行 っ た 。 事務 所 職 員 や 支 部 会 員 な ど 約 ２ ００ 人 が 参 加 し 、 主 に ご み拾 い な ど を 実 施 。 道 路 愛護 思 想 の 普 及 ・ 啓 発 を 図る と と も に 、 美 し く 安 全な 道 路 環 境 の 維 持 に 寄 与し た 。　
北 茨 城 地 区 で は 、 北 茨

城 イ ン タ ー 線 （ 市 道 交 差点 ～ 北 茨 城 大 子 線 交 差点 ） と 北 茨 城 大 子 線 （ 国道 ６ 号 交 差 点 ～ 北 茨 城 イン タ ー 線 交 差 点 ） の 約３  ・  ３ ㎞ 、 高 萩 地 区 で は 、高 萩 イ ン タ ー 線 （ 高 戸 高架 橋 ～ 日 立 い わ き 線 交 差

点 ） の 約 ５ ㎞ で 活 動 。　
日 立 地 区 で は 、 日 立 港 線 （ 国

道 ６ 号 交 差 点 ～ 国 道 ２ ４ ５ 号 交差 点 ） や 国 道 ２ ９ ３ 号 （ 国 道 ２４ ５ 号 交 差 点 ～ 常 磐 道 高 架 下 ）  、日 立 東 海 線 （ 国 道 ２ ９ ３ 号 交 差点 ～ 留 大 橋 ） で 作 業 し た 。

高萩支部

　
県 建 設 業 協 会 鉾 田 支 部 （ 羽 生

義 隆 支 部 長 ） は

1 0日 、 県 鉾 田 工

事 事 務 所 （ 秋 山 文 昭 所 長 ） や 行方 市 、 鉾 田 市 ら と と も に 道 の 日の 清 掃 活 動 を 行 っ た 。 約 １ ００ 人 が 参 加 し 、 管 内 道 路区 域 内 に 放 置 さ れ た 空 き缶 な ど の ご み を 拾 い 集 めた 。　
出 発 式 は 鉾 田 工 事 事 務

所 駐 車 場 と 道 の 駅 た ま つく り 隣 接 の ふ れ あ い ラ ンド 駐 車 場 で 実 施 。 注 意 事項 の 説 明 な ど を 行 っ た 上で 作 業 を 開 始 し た 。　
鉾 田 市 内 周 辺 で は ６ 班

に 分 か れ て 茨 城 鹿 島 線 、水 戸 鉾 田 佐 原 線 を 清 掃 。道 の 駅 周 辺 で は ４ 班 で 国道 ３ ５ ５ 号 、 国 道 ３ ５ ４

号 の 美 化 従 事 。 放 置 さ れ た 空 き缶 や 空 き 瓶 、 ゴ ミ 類 を 拾 い トラ ッ ク に 積 み 込 み 回 収 し た 。　 「 道 路 ふ れ あ い 月 間 」 は 、 安全 で 快 適 な 道 路 環 境 を 保 持 す るた め 、 交 通 安 全 施 設 の 点 検 と 整備 を 推 進 す る も の 。

鉾田支部

　
水 戸 支 部 （ 下 田 德 行 支 部 長 ）

は 、 水 戸 市 、 旧 内 原 町 、 笠 間市 、 小 美 玉 市 、 茨 城 町 、 城 里町 、 大 洗 町 の ７ 地 区 （ 約

3 0㎞ ）

で 美 化 活 動 を 実 施 。 県 水 戸 土 木職 員 の ほ か 各 市 町 の 職 員ら も あ わ せ 、 約 ２ ０ ０ 人が 参 加 し た 。　
水 戸 市 の 旧 県 庁 舎 三 の

丸 広 場 に は

6 5人 が 集 合

し 、 出 陣 式 で 生 田 目 好 美水 戸 土 木 所 長 と 下 田 支 部長 が あ い さ つ 。　
水 戸 市 で は 国 道

5 0号 、

県 道 市 毛 水 戸 線 、 市 道 ４号 線 な ど で 、 旧 内 原 町 では 県 道 石 岡 城 里 線 、 水 戸岩 間 線 、 市 道 ８

－ ０ ０ ５

０ 号 線 で 清 掃 を 実 施 。 笠間 市 で は 国 道 ３ ５ ５ 号 な

水戸支部

　
県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所 （ 木 村

政 美 所 長 ） と 県 建 設 業 協 会 太田 支 部 （ 瀬 谷 實 支 部 長 ） は ３日 、  「 道 路 ふ れ あ い 月 間 」 の 活動 と し て 、 清 掃 美 化 活 動 を 実 施し た 。 当 日 は 事 務 所 職 員 や 支 部会 員 な ど 約

5 0人 が 参 加 。 ご み 拾

い や カ ー ブ ミ ラ ー の 清 掃 な ど を行 っ た 。　
木 村 所 長 は 「 ブ ド ウ 狩 り の

シ ー ズ ン は 、 県 内 外 か ら た く さん の 人 が お い で に な る の で 、 道路 を 気 持 ち よ く 走 っ て い た だ きた い 。 ま た 、 支 部 の 皆 さ ま にや っ て い た だ く カ ー ブ ミ ラ ー の清 掃 は 、 交 通 事 故 の 防 止 に 直 接つ な が る 、 極 め て 重 要 な 活 動 」と あ い さ つ 。　
瀬 谷 支 部 長 は 「 道 の 日 の 清 掃

活 動 は 、 毎 年 恒 例 の 行 事 。 こ と

太田支部

　
県 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 （ 和 田

幸 三 所 長 ） と 県 建 設 業 協 会 常 陸大 宮 支 部 （ 髙 野 潔 支 部 長 ） は

1 0

日 、  「 道 の 日 」 に あ わ せ て 道 路の 清 掃 美 化 活 動 を 行 っ た 。 当 日は 事 務 所 職 員 や 支 部 会 員な ど 約 １ １ ０ 人 が 参 加 。国 道 １ １ ８ 号 や 国 道 ２ ４５ 号 （ 約

3 4㎞ ） で 、 空 き

缶 ・ ご み ・ た ば こ の 吸 い殻 の 回 収 、 違 反 広 告 物 の撤 去 な ど を 実 施 し た 。　
出 発 式 で 和 田 所 長 は

「 こ う い う 機 会 を 通 し て 、道 の あ り が た さ を 感 じ ても ら っ た り 、 道 を 大 事 に使 っ て も ら っ た り し て もら え る よ う に 、 ア ピ ー ルで き れ ば と 思 う 」 と あ いさ つ 。

常 陸 大 宮 支 部

ど で 、 小 美 玉 市 で は 県 道 茨 城 空港 線 で 空 き 缶 な ど を 収 集 。　
茨 城 町 で は 県 道 大 洗 友 部 線 、

茨 城 鹿 島 線 で 、 城 里 町 で は 国 道１ ２ ３ 号 や 県 道 日 立 笠 間 線 な どで 、 大 洗 町 で は 県 道 水 戸 鉾 田 佐原 線 で ご み を 拾 い 集 め た 。し は カ ー ブ ミ ラ ー の 清 掃 を 中 心に 、 山 間 部 な ど も 安 全 に 通 れ るよ う に き れ い に す る 。 ま た 、 国道 は 美 化 活 動 が メ イ ン で 、 こ れか ら 帰 省 客 も 多 く な る た め 、 地元 に 来 て き れ い な 道 路 を 通 っ てい た だ き た い 」 と 話 し た 。　
髙 野 支 部 長 は 「 道 路 は 生 活 す

る 上 で 大 変 重 要 な イ ン フ ラ 。 つく る こ と も 大 事 だ が 、 末 永 く 利用 し て い く 、 愛 護 す る こ と も 大事 。 本 日 の 活 動 を 通 し て 、 道 路愛 護 の 思 想 が よ り 広 ま る こ と を期 待 し て い る 」 と 述 べ た 。

　 8 月 1 0 日 の 「 道 の 日 」 、 お よ び 8 月 の 「 道 路 ふ れ あ い 月 間 」

に ち な み 、 県 や 市 町 村 、 県 建 設 業 協 会 （ 石 津 健 光 会 長 ） の

各 支 部 は 道 路 清 掃 活 動 を 実 施 し た 。 8 月 3 日 に は 県 常 陸 太

田 工 事 事 務 所 お よ び 県 高 萩 工 事 事 務 所 管 内 、 8 日 に は 県 潮

来 土 木 事 務 所 管 内 、 9 日 に は 県 大 子 工 務 所 管 内 、 1 0 日 に は

県 水 戸 土 木 事 務 所 、 県 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 、 鉾 田 工 事 事 務

所 、 竜 ケ 崎 工 事 事 務 所 、 土 浦 土 木 事 務 所 、 筑 西 土 木 事 務 所 、

常 総 工 事 事 務 所 、 境 工 事 事 務 所 管 内 に お い て 、 同 協 会 会 員

や 行 政 職 員 ら が 協 力 し て 道 路 に 散 乱 す る ご み な ど を 拾 い 集

め 、 ま ち の 美 化 活 動 に 汗 を 流 し た 。

県 や 市 町 村 、 茨 建 協 各 支 部 が 道 路 美 化
地 域 の 守 り 手 と し て 、 使 命 を 果 た す地 域 の 守 り 手 と し て 、 使 命 を 果 た す

8 月 1 0 日 「 道 の 日 」
道 路 ふ れ あ い 月 間


